














育実習」175 名（経営・現代心理の 2 学部は
おそらく最終履修学生計 3 名）、「同事前指導」
211 名、「（各）教科教育法演習 2」226 名、「特
別活動の理論と方法」308 名で延べ 920 名。決
して少なくはない履修者数であるが、今年度
はっきりと顕在化した特徴として教育実習履修


























や FD 活動（年間 23 回の課程会議）が例年に
比べ限定された。ただ、限定はされたが、模擬
面接セミナー（8 月 1 日）、採用試験合格者・
内定者と教職希望履修者が交流する教職懇談会
（12 月 19 日）、「教職実践演習」担当者連絡会（1
月 23 日）、科目担当兼任講師の方々との懇談会
（同日）、そして関係校（立教池袋中高、立教新
座中高、香蘭女学校）との懇談会（3 月 5 日）
等のいずれも活発な意見交換、協議を重ねる充
実した機会であった。
企業社会、学校現場の「ゆとり」が次第に失
われ、若い世代へのハラスメントに無自覚な現
状が残念ながら否めない。教職課程とてこれを
他山の石と言える状況でもないかもしれず、負
のスパイラルに陥らないよう、より丁寧に若い
世代に向きあって行く必要がある。あらためて
そう自覚させられる一年であった。
（ 教職課程主任　下地秀樹 ）
